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NZにおける近年の氷河の消長とその気候的背景

佐藤典 人

グローバルな視点から地球温暖化の進行が懸念されている昨今，その指標としての山岳氷河の動向が注目

される世界各地から報じられる氷河の消耗，氷河末端の後退という傾向に反して， 1980年以降その末

端が前進に転じているNZの山岳氷河に焦点を当て若干の考最を試みた

NZ南島の山岳氷河はサザンアルプスの両側で正反対の動きを示しているつまり卓越する偏西風に対し

て風上側に当たる西海岸の氷河は前進を，風下側のそれは後退を呈しているここには 1980年以降のエル

ニーニョ現象の多発が絡んでいる．すなわちこの現象発現下ではNZ近傍の気圧分布が西～南西風の強化を

促す高・低圧部の配置となり結果的に脊梁山地の西側に多降水をもたらしやすい．これが西側の氷河を涵

蓑して前進させている一方，風下側ではフェーン気味となり，乾燥・多照となり，氷河は消耗・後退を余

催なくされているその結果，脊梁山地の両側で極めて対照的な態様をこれらの氷河は呈している

キーワー ド：氷河の消長エルニーニョ南方振動，降水量， ニュージーランド

Key words : Advance & recession of glaciers, ENSO, Precipitation, New Zealand. 

I はじめに

地球上の氷河の面積はおよそ1,600万km2で，陸

地の10％程度に相当している (Wilhelm1975)．当

然南極やグリーンランド(Greenland)の氷床が

その大部分を占有しており，地球全氷河の約96%

ほどを占めている したがって上記の氷床以外の

氷河（＝山岳氷河，谷氷河）は面積的にみれば狭い．

しかし，そこでの水循環は氷床よりも活発で変動

性に富んでいる．それゆえに，グローバルな視点

から地球温暖化が懸念されている昨今では，気温

の変化にいち早く反応するこの極地方以外の山岳

氷河がその指標として意義を有するので，その

動向がとくに注目される

周知の事実であろうけれど，NZ南島の脊梁山

地(SouthernAlps)には温帯地域でありながら

多くの山岳氷河が存在している．そこで本稿では

巷間，何かと話題にされるいわゆる地球温暖化

現象を脱みつつ， NZを代表するいくつかの氷河

の最近の消長に着目し，そこに認められる特性と

その気候・気象学的な背景に対して若干の考察を

試みたい

II 世界の山岳氷河における消長

考えてみれば地球温暖化の問題は1983年に合

衆国の環境保護局が『大気中の炭酸ガスで地球が

温暖化する」と銘打った報告書を公表したのに端

を発している以来天候不順が生起するたびに

多くのマスコミや人々は“異常気象＂とか“地球

温暖化＇と叫ぶようになり， ともすればすべて

の天気現象の根源がそれに帰結するかのような錯

覚すら与えてきた果たして地球の大気現象はそ

んなに単純なのであろうか（例えば，佐藤 2004)

ここで山岳氷河の動向を，地球の気温変化を探

る1つのセンサーと位置づけて，近年の世界のそ

の拡大や衰退に触れてみたいただし，氷河の消

長を知る手段としては，質量的な変化を把握する

方法と氷河末端の前進・後退の位置的な変位で押

さえる方法とがある．ここでは敢えてその双方を

交えた形で説明する．

まず北半球のアラスカ (Alaska)に注目しよ

う 例えばアラスカの山岳氷河を代表する全長

190kmにも及ぶベーリング(Bering)氷河は，過去

1世紀の間に10~ 12kmもその末端を後退させ，
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最的におよそ130km2もの氷河が融解したと見積

もられている同じアラスカのメンデンホール

(Mendenhall)氷河も20世紀以降は後退の一途を

辿っているだが大方の氷河が後退している一

方でアラスカ南部のハーバード(Harvard)氷河

やタク (Taku)氷河は逆に前進している (Wileset 

al. 1995). 

またカナダ北東部のバフィン(Baffin)島のボア

ス(Boas)氷河は1970年代の調査ではあるものの，

かなり縮小している (Weaver1975)．加えてカ

ナダ(Canada)と合衆国にまたがって伸びるロッ

F,●nz 

Fox 

ぽ

ら

キー (Rocky)山脈に懸かる多くの氷河も消耗傾

向にある (Dyurgerovet al. 1997). 

ヨーロ ッパアルプス最大の氷河で世界遺産にも

登録されたアレッチ(Aletsch)氷河は，その観測

開始の1850年以来後退を続け，かつその厚さが

50-70mも減じているとの指摘もあるり しか

しながら， このアルプスの氷河には1980年前後か

ら雪氷収支的にプラスであると説明されている氷

河も多くあり，アルプス全体では近年，やや前

進か停滞傾向と認識されているこれに対して北

方スカンジナビア(Scandinavia)半島の氷河， と

りわけノルウェー (Norway)

のそれが拡張傾向にある点は

関心を集める (Wood1988). 

世界的に見て氷河縮小の

度合いが大きいのはヒマラ

ヤ(Himalaya)山脈の氷河で

ある2). これはモンスーンの

吹送に絡んで夏季に降水の

極大が現れる地域の氷河であ

り，冬季に降水の多い地域の

氷河の挙動とは趣きを異にし

ているそれでもなお中央ア

ジアの一部の氷河やテンシャ

ン（天山）山脈のそれらは増大

傾向にあり，必ずしも画ー的

な様相を示すとは限 らない

(Dyurgerov et al. 1997). 

東アフリカやニューギニ

ア(NewGuinea)，エクアド

ル(Ecuador)，ベネズエラ

(Venezuela)，それにペルー

(Peru)などの，いわゆる熱

帯山岳地域の多くの氷河は

ほぼ後退傾向にあるさら

にアンデス(Andes)山脈南

部やパタゴニア(Patagonia)

にある大半の氷河は， 1945

~ 1985年の間に後退してい

NZとオーストラリアの地理的位置および本稿で触れる主要 るとくにウプサラ (Upsala)

地点 （図中のNZ南島のMt.Cook周辺を第2図に拡大して示している）． 氷河は120m／年， オヒギンス

36 S 

970 • 175 • • 

••·s 

Index - l.........1000 ~9●● 

第 1図

-26-



NZにおける近年の氷河の消長とその気候的背景

(O'Higgins)氷河は480m／年，ティンダル(Tyndall)

氷河は 80m／年の割合で末端が各々，縮小してい

るだがそれとは逆にモレノ (Moreno)氷河や

ビオ(Pio)X氷河はわずかながらそれぞれ拡大傾

向を呈している (Aniyaet al. 1997). 

このように世界の山岳氷河における最近の動き

を概観すればやや後退傾向を示す氷河が多いと

言えるかも知れないよってその点では近年の地

球温暖化云々に一見，調和的とも見れる しかし

中には成長を示している氷河も現存し，実際には

個々の氷河や地域によってその挙動は様々と言わ

ざるを得ないならばその点でNZの氷河はどう

であろうか

田 近年のNZの氷河の消長

南半球の中緯度(34-47° s)混帯地域に位置し

ているNZの自然は， 日本と良く似通っていると

指摘される NZは南北2つの主要な島から構成

され．太平洋とオーストラリア(Australia)の両

3 9 9 0 

”←'  

9卓•"“

プレートの境界に相当しているそのため火山や

カルデラ湖などが北島には多い．その一方で緯度

の増す南島には明瞭な脊梁山地 もあり，氷河や

フィヨルド，氷河性の湖などが数多く存在してい

る（佐藤 2000)．この国の最高峰は南島のクック

(Cook)山(3754m)で，タスマン(Tasman)，ダン

ピエール(Dampier)がこれに続き，いずれもこれ

らは北東～南西方向に伸びるサザンアルプス山脈

を構成している（第 1図参照）． この山脈には大小

あわせて300以上もの山岳氷河が存在し，その一

部は標嵩 300mの低地にまで進出しているこれ

らの氷河はいわゆる海洋性の氷河であり，湿潤な

海洋性気候のも とで降水量が多いために涵養量も

豊かで結果的に氷河が温暖な低所まで伸びる傾

向を示している．このような氷河は，一般に上流

部の質量収支分を速い流動で下流部に反応させる

傾向をもつ3)

そこでこの観点からNZ南島の代表的な氷河に

ついて着眼した 即ち，対象とした氷河は北西側

の地形的に急傾斜の斜面をタスマン海に向かって

流下する

フランツジョセフ(FranzJosef)氷河 ［長さ13km]

第2図 対象としたNZ南島の主要な氷河の位置
（太実線がサザンアルプスの稜線）

写真 1 その末端部が前進に転じた西側のフォックス氷河

の氷瀑（アイスフォール）．（1997年7月1日節者撮影）
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心…

写真 2 その末端部が後退しているタスマン氷河の涵

養域． （2005年8月28日籠者撮影）
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フォックス(Fox)氷河［長さ15km]

と，反対に南東側の比較的緩い斜面を流れ下る

タスマン(Tasman)氷河 ［長さ29km]

フッカー(Hooker)氷河 ［長さ11km]

である（第2図写真 1,2). 

この地域では南東側に流下する氷河末端の

標高が北西側へ下るそれよりも高く，全体から

把握される氷河末端の位置的な傾きは19土6m/km

で変化している (Porter1975)．加えてこ の地域

の多くの氷河は20世紀に入って後退傾向を示し，

第3図 フランツジョセフ氷河末端位置の経年変化
(Coates et al. 1992による）

とくにタスマン氷河は lm／年の割合で薄くなり，

結果的に100mもその厚さを減じた(Wooet al 

1992). 

ところが1980年代に入り ．こ のサザンアルプ

ス山脈の稜線を挟む東西の氷河が好対照の動き

を示すように変わった(Chinn1995, Oerlemans 

1997)．そこで北西側に下るフランツジョセフ氷

写真3 フランツジョ セフ氷河末端部の位置的変化の比較
（左：1979年，右．1990年，いずれも同一地点から撮影． Coateset al. 1992による）
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河を例に過去100年余りにおよぶ氷河末端の位置 年，極めて対照的な態様をなしており大きな関

的な変化を第3図に図示したこの図によれば， 心を集めている．

この氷河の末端は大局的には1940年頃から後退を

開始し，約10年の周期性をもって 1kmほど後退 IV NZの氷河の消長とその気候的背景

しては少し前進するという動きを数回繰り返して

いるその実態は以下のように集約される (Coates

et al. 1992). 

①1940 -1980年の間に，結果としてこの氷河

の末端は約2.5km程度後退している

②過去100年間に氷河末端は数100mほどの前進

期を数回，介在させつつ後退してきている

③その前進した時期を特定すると， 1907-

1909年， 1921- 1934年 1946- 1951年 1965

~1967年，1982年以降の計5回である （写真3参

照）

したがって トータル的にも っとも氷河末端が

後退したのは図から理解可能なように1980年頃で

あるけれども上述したように， 1980年以降にな

ると顕著な前進へと転じている． この氷河の南西

側に隣接するフォックス氷河も概ねこれに同調し

ている しかし南東側のタスマン氷河やフッカー

氷河は， このような末端部が前進するような傾向

へは転じておらず(Salingeret al. 1983)，依然と

して前項で述べたような世界の山岳氷河の後退傾

向に歩調を合わせているよって山脈の稜線を境

に北西側へ流出する氷河と南東側のそれとは近

1.気候要素との照合

前項で述べたようにNZの氷河末端の動きは，

近年，山脈の稜線を挟んで正反対の状況にある

その原因がどこに求められるのか考えてみたい

氷河の消長を左右する要因としてまず最初に

気温が想起されるそこでNZ全体での気温の

経年変化を第4図に示した(Salingeret al. 1990) 

これに依拠すれば，気温は上下動を繰り返しつつ

変化してきている．しかもこの図から，気温は

1950年代以降になると1960- 1990年の平年値を

上回るほどに上昇し，それ以前とは明らかに様子

を異にしているつまりこのような気温の上昇は，

氷河の融解・消耗を支持する姿と受け止められる

ゆえに，山脈稜線から南東側へ流出しているタス

マン氷河やフッカー氷河の後退はこれと整合的と

言えるだが氷河末端が前進へと転じている北西

側の氷河とこの気温上昇は相容れない．

そこで中緯度のNZで卓越する偏西風に対す

る山脈の風上 ・風下という視点か ら，ホキティ

カ(Hokitika，風上）とギスボーン(Gisborne, 風

下）の両地点（第 1図）で最近の気温の経月変化を

対比してみた（第 5図）．大局的

3

2

 

1

1

 
(
3
J
eミ
巴
覧
1Eeト
11 

1860 1880 1900 1920 1940 1960 1980 

Year 

第4図 過去 130年間のNZにおける年平均気温の推移
(3カ年の移動平均で図示 している横線は 1961-1990年間の
平年値を示す．Salingeret al. 1990による）

にみて両地点の気温の変化傾向

は類似しておりとくに1980年

以後，一方に偏った傾向を示し

てもいない風上側のホキティ

カでは1980年代に正偏差が優勢

であり， この様相は風下のギス

ボーンでも同様に識別できる

2000 つまり気温の時系列的な推移か

らは，山脈稜線を挟んだ氷河の

対照的な動向に調和する事実が

認められない事実， Hessell

(1983)は少なくとも西側の氷河

と気温変化との関連性において

判然としない旨を指摘 してい

- 29-



佐藤典人

Gisborne 
1 5 

05 

:。
-OS 

-1 

-1 5 

2 

I Hokitika 
IS 

月平均気温

05 

。
割
疇

-05 

-1 

-・ I ・ 5 

月平均気温
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第5図 脊梁山地の風上・ホキテイカと風下・ギスボーンにおける

1970年以後の気温の経月変化，
（月別平均気温の平年偏差を求め， 7項の移動平均を施して図示）

る．

ところで氷河の消長は気温の高低の

みと唯一，一義的に対応するのだろう

かそれと言うのも気温上昇が水分

の蒸発を促進し，結果的に多降水を招

いて，それが以前にも増して氷河を涵

養させる結果氷河の成長やその末端

の前進を促す場合もあり得るからであ

る．だから気温に劣らず降水量の多寡

も氷河の成長に大きく関与する可能性

が高いそれゆえNZの降水量の経年

的な変化に関心が移る

NZは前述のように西風が卓越

する温帯の島国である関係上，総じ

てサザンアルプスの風上側に相当す

る西海岸や南西のフィヨルドランド

(Fiordland)地方が多降水になりやす

い（第6図）．その反面山脈の風下側

ではフェーン気味となり，高温・小雨

を発現しがちなため，植生分布や土地

利用にもその差が鮮明に投影されてい

る．

A
 

心
B
 

で

匿 "“m●
亡コ 99 •990~

口 く99mm

c
 

第6図 NZにおける降水に関する気候図
(A．年降水最分布 B:10年間の日最大降水最分布 ．C：年降水量の変動中分布． Gentilli 1971による）
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気象観測値の制約から， 1970年以降 100 

の年降水量の時系列的な変化に対して 80 

吟味を加えるとそれは周期性を示し

つつ上下動を繰り返している．このよ

うな変化傾向はサザンアルプスの風上

60 

,o 

20 

:。
側のホキテイカでも ，風下側のギス -90 

ボーンでも大差はないただし，両地 -40 

点の降水量を月単位の偏差で細かく比 -60 

較すると，その極大・極小の現れ方は

必ずしも一致せず，むしろ反対に負相

町とさえ言える （第7図）

またその降水量の偏差の現れた方を

注視すると，風上側のホキテイカで

1980年以降に正偏差を示す頻度や度合

100 

80 

60 

40 

いの大きさ，あるいはまたその継続期 "•40 

間の長さなどの点が際立つ．結果的に，
-60 

西側へ流下する氷河が前進へ転じた ―80 

-100 

Gisborne 月降水量

"• 

19”’ 'M • .. ....,.,..,..』...
"＂N991 

年月
1980年以降山脈の風上で多降水が優

越し，風下ではむしろ小雨の頻度が大 第7図 脊梁山地の風上・ホキテイカと風下・ギスボーンにおけ

になっているこれは第6図に掲げた

NZの平均的な降水分布の東西差をよ

り一層顕在化させる方向に位置づけ

られる．このようなサザンアルプスの地形起伏に

起因する降水分布への影響は，卓越する西～南西

寄りの風が強まれば，益々その東西差が鮮明にな

ると想定するに難くないよ ってホキテイカで示

される近年の風上側における降水量の増大は，少

なくとも西～南西風吹送の優越性を示唆する 1つ

の指標と解釈できる．

また西～南西風の吹送が卓越することはサザ

ンアルプスの風上側に相当する西海岸で多降水・

悪天になりやすい反面，風下側には高温・小雨を

招来しがちである．同時にこれは日照時間の長短

において，風上側に寡照をもたらす一方で，晴天

の確率が高い風下側での多照に連動する氷河の

融解・消耗を考慮すれば風下側のタスマンやフッ

カーの氷河は，斜面を流下するにつれて日射に晒

されるので氷河の融解を促進されるこれは先に

言及した山脈の東西における近年の氷河末端の対

照的な動向を支持するものである．

る1970年以後の降水量の経月変化
（月別降水鎚を立方根で正規化して平年偏差を求め． 7項の移動

平均を施して図示）

2. 西～南西風の吹送と気圧場

NZおよびその周辺域で西～南西風が卓越する

際の気圧配置はどうであろうか．Hooker(1995) 

によればこの地域で高緯度側からの南西風．あ

るいは反対の赤道側からの北東風の吹送する際の

気圧配置は第8図のように示され． NZの東方と

西方における高圧部と低圧部の配置が極めて対照

的である．すなわち，サザンアルプスの西側に多

降水や寡照をもたらす冷湿な西～南西風の卓越に

は， NZの東方に低圧部が，逆のオーストラリア

南方に高圧部の存在がそれぞれ必要とされ，当然

その間の気圧傾度にその風速は比例する．

自ずとこれとは逆の東～北東風の卓越には，反

対の気圧配置が求められ， NZの東側に高圧部，

オーストラリア側に低圧部が形成された場合とな

る自明のように，南半球では地球自転に伴うコ

リオリの力が北半球とは逆に作用し，低圧部では

時計回り，高圧部では反時計回りとなるので第8
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9..s 

第8図 NZ近傍における主要な平均海面気圧の偏差分布型(hPa)と卓越風の対応．
(Hooker 1995による）

s
ぷ

図の教示内容も無理なく受容できる．

してみると，これまでの思考内容から1980年以

後 NZに南～南西風を吹送させる気圧配置がそ

れほど頻出しているのだろうか

3. NZ近傍の気圧場とENSO現象

冒頭で触れたように昨今日本では天候不順が

生ずると地球温暖化のせいだとか異常気象だな
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第9図 NZ近傍における平均海面気圧と SO Iとの
相関係数の分布
(1958 -1983年間の値をもとに算出．陰影部は負相
関の領域を示す． Gordon1986による）

どと，明瞭な因果関係の究明を待たずして勝手に

納得するきらいがある 最近，それに追加された

のはENSO現象であろうか言うまでもなくこの

現象は南方赤道海域での水温の急変と大気現象と

の連関を指している確かに地球表面の7割を占

める海水域と，それに接している大気が相互に密

接な影響を及ぼしあう関係にあることは否定でき

ない加えてその結果から，気圧変化を介して気

圧配置が変わり，ひいては赤道海域だけの出来事

に留まらない可能性が大いに有り得る．今日テ

レコネクション(teleconnection;遠隔結合．遠隔

相関）と呼称されるこの遠方への波及効果は，そ

の明確な因果関係や確たる機構の解明は別にし

ても，統計的に現出している例えば，その一

例としてENSO現象とオセアニア地域の気候との

絡みも徐々に詳らかになりつつある (Taitet al. 

1998) 

ENSO現象と NZの天候との関係を報じた

Gordon (1986)の研究もその視座から見逃せない

そこではNZ近傍の海面気圧と SOI5)との相関が

精査されている（第9図）． NZ南東方の領域では

両者が正相関を，北西のオーストラリアでは相互

が負相関を各々示している．つまり，エルニー
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ニョ (ElNifio)時にはNZ南東方の気圧

が低下し，逆のラニーニャ (LaNifia)時

にはそれが上昇することを明示してい

るよってこれに依拠する限り，エルニー

ニョ時ほどNZでは西～南西風が顕著に

卓越しやすい．ならば SOIは経年的に

どのような変化を呈しているのだろう

かとりわけ1980年以降のそれが本稿で

は典味をひく．第10図がその結果である

SOIは周期性を示しながらも， 1980年代

以後に負の値を示す期間が多い．具体的

には1983年や1987年，それに1990年以降

は連続して，典型的なエルニーニョ年と

して顕著である豆ゆえに西～南西風の

吹送が卓越し，サザンアルプスの風上側

に位置する南島の西海岸やフィヨルドラ

ンド地方には多降水をもたらしたと想定すること

に無理はない実際，平年に比較して1983年には，

西側のフランツジョセフやミルフォードサウン

ドで著しく降水が増大しており 7)，標高の高い山
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第 10固 1935 -1995年までのSOIの経年変化
（オーストラリア気象局の資料をもとに作成）

岳地域ではそれが一層増強していると推測でき

る しかも高緯度側からの冷湿な気塊ゆえ，その

多くは降雪と思われるこの点を補完する意図で，

月別値の7項移動平均ながらシドニー (Sydney.
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第 11図 シドニーとギスボーンの気圧差と風上・ホキテイカ，および風下・ギスボーンの降水量偏差の経月変化．
（いずれも月別値をもとに 7項の移動平均を施して図示なお，一部データ欠測のため棒グラフで併記している）
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写真4 タスマン氷河の末端部とプルーレイク湖
（氷河によ って運搬されてきた砂礫が浮上した結果．

氷河の表面は黒一色．1997年9月17日筆者撮影）

オーストラリア）とギスボーン(NZ)との気圧差

とNZ西海岸のホキテイカの降水量を対応させた

結果両地点間の気圧差が拡大すればつまり西

～南西流が強まればホキテイカで多降水となり

正相関の関係が伺われた（第11図）．このような西

～南西流吹送の強化は既述したように脊梁山地

の西～南西側では多降水，寡照となる一方，風下

の東側には小雨・多照を招来するのみな らず， 山

脈両側における気候差を益ダ顕在化させる方向

に作用するだから風下側では晴天の確率が増し，

日射も強まるであろう．

以上により， このような一連の状況が近年， と

くに1980年以後，サザンアルプスの東西における

氷河末端の消長に差異を招いているものと理解で

きる．長大な東側斜面を下るタスマン氷河を上空

から俯廠すると，下流に進む氷河の融解に即応し

て相対的に浮上する運搬砂礫が，氷河表面を黒色

に覆って日射をより多く吸収し，氷河の消耗を促

す様子が分かる（写真4)．この点において悪天で

雲に覆われる風上側と大きく違うことは見逃しえ

ない8).

V おわり に

近年のNZにおける氷河の消長において，なか

でも1980年以降の西側氷河の前進は，同地域の多

降水頻出時期に一致しているそれは西～南西風

写真5 フランツジョセフ氷河の広大なスノーフィールド
（涵養域）． （1997年7月1日筆者撮影）

の一層の卓越．すなわちSOIの負．換言すれば，

近年のエルニーニョ現象の多発に符合していると

解釈できる．

しかし，同一の山頂地域にその涵養源を抱きな

がら東側に流出している氷河が．未だ前進に転ず

る気配を示さない理由は判然としない．本稿で述

べたように西～南西風吹送の強化に伴ってサザ

ンアルプスの地形起伏に起因する風上 ・風下の降

水量の東西差がそれを助長した現れなのかそれ

とも単に気候的差異への反応が遅れているに過ぎ

ないのか，この点に関して現時点での言明はでき

ないただし西～南西流の卓越に伴って風下側．

つまり東側ではフェーン気味となりやすく．雲量

も少なくて日照・日射の増大が容易に想定され．

氷河融解に及ぼすその影響の大きさは無視できな

し‘•

また一方で， この地域の東西の氷河における気

候状況への反応の遅速も指摘されているその例

示とも言えるSalingeret al. (1983)は東側に下

るストッキング(Stocking)氷河の気候変化への反

応が2~5年程度と言及している． さらに数値

モデルで同類の算定をしたOerlemans(1997)は，
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フランツジョセフ氷河の同様な反応は比較的短い

と述べているフォックス氷河も含めた西側の氷

河のこのような反応の速さの背景として，谷の縦

断勾配が急傾斜なのに加えて最大傾斜線方向に

下っており， しかも氷河の涵養域に相当する源流

部のスノーフィールドが広大で（写真5)，かつ複

合流域を呈している反面，流下していく下流の谷

幅が比較的狭いなどの諸点が挙げられる．

いずれにせよ，その精巧な仕組みや因果関係の

適否は別にしても現象論的にはENSO現象と NZ

近傍の気圧配置とに一定の関係が識別された．そ

れに因りエルニーニョ現象が多発している1980年

以降 NZでは西～南西風の卓越と強化が著しく

なり，冷湿な気塊のもたらす多降水が風上側氷河

の涵養を促進した結果，西側の氷河末端が近年，

前進へ転じたと理解できるこれはENSO現象の

発生に伴い南半球の気圧配置，言い換えるならば

半球規模の大気の循環系が変わることの一端と受

け止められるこの立場から見れば， NZ西海岸

の氷河の前進・後退と南アフリカの乾季発現との

同時性に触れたTysonet al. (1997)の研究は興味

を呼ぶに十分である
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注記

1) スイス中央部の名山・ユングフラウから南流する

この氷河は最近100年間の状況をベルン大学の研究

1割に過ぎなかったまた2005年11月9日付の朝日新

聞には＂チベット氷河急速解凍”という見出しの記

事が掲載されている

3) 例えば若浜(1978)など

4) 計算からその決定係数が一0.4弱である

5) 周知のように南方振動指数と呼ばれるこの指数

は［タヒチーダーウィン］の気圧差をもとにして計算

するこの値が負の場合には，タヒチの気圧が例年

よりも低くてダーウィンではその値が高い．正の場

合にはこの逆を表わしている 前者はエルニーニョ

に後者はラニーニャに各々対応している

6) とくに1997-1998年にかけては，著しいエルニー

ニョ状態であり．スーパーエルニーニョと呼ばれる

に至った

7) Wratt et al. (1996)によれば年降水量がホキ

テイカでは12.000mm弱 ミルフォードサウンドでは

14.000mm弱にも達する

8) 実測の気象観測値に依拠して， この点を客観的に

補強する必要があるものの，残念ながら脊梁山地の

両側麓の地点における日照・日射に関する観測値が

欠如している
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